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授業形態  演習（対面授業科目） 

 

 [授業の概要・目的]
講義科目「データ科学：理論から実用へ」の内容について、実データとコンピュータによる実践的
演習を集中講義として行う。

 [到達目標]
「データ科学：理論から実用へ」の内容について、講義中に開設した数理的理論に基づいてコンピ
ュータを用いて実データを処理する手法を習得する。

 [授業計画と内容]
システムの時間発展を再現するために、データの情報を数値シミュレーション取り入れる手法であ
る「データ同化」について、すぐにプログラム作成可能な単純なシステムを題材に、基本的な手法
をPython言語で実装する実習を行う。手法としては、次の中から進度と理解度に応じて選択する。
最小二乗法、拘束付き最小二乗法、カルマンフィルタ、アンサンブルカルマンフィルタ、アンサン
ブル変換カルマンフィルタ、粒子フィルタ、アジョイント法

 [履修要件]
「データ科学：理論から実用へ」を履修していることを前提とするが、内容を自習することにより
本講義だけを受講することも可能である。必要な知識は「データ科学：理論から実用へ」に準ずる．
演習ではPython言語を使用する．Pythonプログラミングの経験がない者の受講は妨げないが、何ら
かのプログラミング言語および数値計算の入門程度の知識があることが望ましい。

 [成績評価の方法・観点]
演習課題によって評価する。

 [教科書]
必要な資料（テキスト、演習課題）を講義において配布する。
 [参考書等]
  （参考書）
樋口知之編著 『データ同化入門』（朝倉書店　2011）ISBN:978-4254127867
淡路敏之，他編著 『データ同化－観測・実験とモデルを融合するイノベーション』（京都大学学術
 出版会　2009）ISBN:978-4876987979
大林茂，他著 『データ同化流体科学ー流動現象のデジタルツイン』（共立出版，2021）ISBN:978-
4320111264
中野慎也著 『データ同化』（共立出版, 2024）ISBN:978-4320112773
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 [授業外学修（予習・復習）等]
「データ科学：理論から実用へ」の内容を復習・自習して臨むことが望ましい。

 [その他（オフィスアワー等）]
 

 [主要授業科目（学部・学科名）]


